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教育研究事業の推進
施設･設備の整備

新たなエネルギーと

して注目されている

ガスハイドレートの
調査を実習として活

用した教育や、自然

環境保全に関する研
究など、オホーツク

の地の利を活かした

大学機能の強化とと
もに、教育研究の支

援に必要な施設･設

備の充実を図りまし
た。



平成26事業年度の損益報告 単位:百万円
（詳細は財務諸表をご覧ください）

経常利益 経常利益のうち臨時損失等を除く32百
万円を、教育研究の質の向上と組織運
営の改善に充てるために、目的積立金
として文部科学大臣に承認申請してい
ます。

経常収益

4,020
百万円

運営費交付金収益
2,285

授業料等収益
1,173

補助金等収益
11

施設費収益
11

受託研究等収益
122 寄附金収益

40

資産見返負債戻入
226

財務収益
1

その他の収益
151

受託研究、共同研究や寄
附などの外部資金による
収益基盤を充実させるこ
とで、大学運営をより一
層安定させることができ
ます。

経常費用

人材育成に直接関連する
教育経費の確保について
は、その充実が更に重要
視されるものと考えられ
ることから、人件費や一
般管理費を含む他経費と
のバランスに、これまで
以上の留意が必要となり
ます。

人件費
2,457

3,976
百万円研究経費

544

教育経費
445

一般管理費
276

教育研究支援経費
149

受託研究費等
103 財務費用

2



単位：百万円

平成26年度 平成25年度 増減 平成26年度 平成25年度 増減

資産の部 9,901 10,634 ▲733 負債の部 2,905 3,610 ▲705

土地 1,566 1,566 0 資産見返負債 1,924 2,000 ▲76

建物･構築物 5,741 5,708 33 その他の固定負債 57 53 4

機械装置･工具器具備品 712 799 ▲87 運営費交付金債務 125 135 ▲10

図書 1,009 1,024 ▲15 その他の流動負債 799 1,422 ▲623

その他の固定資産 40 106 ▲66 純資産の部 6,996 7,024 ▲28

現金･預金 807 1,374 ▲567 政府出資金 4,333 4,333 0

その他の流動資産 26 57 ▲31 その他の純資産 2,663 2,691 ▲28

北見工業大学は「人を育て、科学技術を広め、地域に輝き、未来を拓く」を理念に掲げ、高度化・
複雑化している科学技術の急速な進展の中で、「個々の専門分野についての基盤的な技術、知識を
有するのみならず、学際領域や新しい分野の開拓にも柔軟に対応できる能力を持ち、自然と調和し
た科学技術の発展と国際社会への対応を念頭においた技術開発を行い得る人材を養成する」ことを
使命としている。このことをもって、本学は地域社会の発展はもとより、国家・ 国際社会の安全
と平和および文化の進展に貢献する。

北見工業大学の理念と使命

北見工業大学の基本目標
向学心を喚起し、創造性を育み、将来の夢を拓く教育
個性に輝き、知の世紀をリードし、地域特色のある研究
地域のニーズに応え、地域をリードし、地域の発展に貢献
国際的視野を踏まえた教育研究、学生・教職員の国際化を推進

経営努力等
経費削減への取り組み
○北海道内の国立大学等と連携した「給油サービスの共同調達」や「旅費計算業務の外部委託」
により、経費削減や事務効率化を推進

○知的財産の管理体制を見直し、特許等の保有に係る経費を削減
○図書や定期刊行物の必要性精査による経費削減

自己収入確保への取り組み
○ユニバーシティ・リサーチ・アドミニストレーター（研究企画やマネジメントの強化等を支え
る人材）の活用などにより、科学研究費助成事業の採択率が向上

○公用車入替に伴う既存車両の除却を、交換契約から売払契約へ変更したことにより収益が増加

不正防止への取り組み
○コンプライアンス教育の受講義務化や競争的資金の申請・使用にあたっての誓約書提出を要件
とするなど、不正防止への取組を強化

資産の状況


